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つえをついて階段を上る時の介助 つえ歩行の介助
※左足が悪い人を例に説明していきます。 ※左足が悪い人を例に説明していきます。機能の悪い方を患側（かんそく）、良い方を健側（け

んそく）といいます。

「私が助けますから、一緒に歩いて
もらえますか？」と声をかけ、要介護
者の左（患側）の脇に背中側から手
刀を差し込みます。「１段目につえを
ついてもらえますか？」と声をかけ、
階段の1段目につえをついてもらい
ます。

「私が助けますから、一緒に歩いて
もらえますか？」と声をかけ、要介護
者の左（患側）の脇に背中側から手刀
（てがたな）を差し込みます。「つえを
前についてもらえますか？」と声をか
け、つえをついてもらいます（つく位
置は下の写真参照）。

「左足（患側）を前に出してもらえま
すか？」と声をかけます。

「右足（健側）を前に出してください」
と声をかけます。介助者は要介護者
の体をしっかり脇で支えます。決し
て持ち上げたり、押したり、手前に
抱き寄せたりしてはいけません。①
～③をくり返して歩いていきます。

人間の重心はおへそのあたりにあり、ベル
トは重心にも近くしっかり持てるので、私
はよくベルト部分を持って介助します。脇
の介助だけではちょっと不安定という場合
は、手刀で脇を支え、さらにズボンのベル
ト部分を持って介助すると安定します。

「左足（患側）を一段上ってもらえます
か？」と声をかけます。要介護者の体を
手刀でしっかり支え、患側（左足）を前
に出して階段を１段上がってもらいます。

「右足（健側）を前に出してください」
と声をかけます。介助者は要介護者
の体をしっかりと支えます。１段上る
ことができました。①～③をくり返し
て、１段ずつ階段を上っていきます。
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つえをつく つえをつく患側を出す

健側を出す

ベルトで介助する
応用編

患側を出す

健側を出す

15〜20cm

15〜20cm

つえをつく位置はここ！

左足を
一段上って
もらえますか？

右足を
前に出して
ください

私が助け
ますから、
一緒に歩いて
もらえ
ますか？

左足を
前に出して
もらえ
ますか？

私が
助けますから、
一緒に歩いて
もらえますか？

右足を
前に出して
ください

１段目に
つえをついて
もらえ
ますか？

ベルトを持って体を引っ
張り上げてはいけません。
手は要介護者の動きに合
わせてついていきます。
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すり減ったゴム先
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「
１
日
で
も
長
く
自
分
の
足
で

歩
く
た
め
に
、
つ
え
を
使
お

う
！
」
と
い
う
話
を
前
回
し
ま

し
た
。つ
え
は“
つ
き
方
の
ル
ー

ル
”
を
守
っ
て
歩
く
と
、
も
っ

と
ラ
ク
に
歩
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

今
回
は
、
つ
え
歩
行
の
練
習
を

す
る
時
の
介
助
、
ま
た
、
つ
え

だ
け
で
は
自
立
歩
行
が
難
し
い

人
へ
の
介
助
の
方
法
を
説
明
し

て
い
き
ま
す
。

つ
え
で
の
歩
行
を

介
助
す
る

つ
え
だ
け
で
は
自
立
歩
行
が
難

し
い
人
は
、
要
介
護
者
の
脇
に

手
刀
（
て
が
た
な
）
を
差
し
込

ん
で
歩
行
の
介
助
を
し
ま
す
。

体
の
機
能
的
に
は
介
助
は
必
要

な
い
け
れ
ど
、
つ
え
を
使
い
慣

れ
て
い
な
い
た
め
に
う
ま
く
歩

け
な
い
と
い
う
場
合
は
、
こ
の

方
法
で
介
助
し
な
が
ら
何
度
も

何
度
も
練
習
し
て
様
子
を
み
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

な
ぜ
、
正
し
い
つ
き
方
を

し
な
い
と
い
け
な
い
の
？

「
つ
え
ぐ
ら
い
、
わ
し
の
好
き

な
よ
う
に
つ
か
せ
て
く
れ
！
」

と
い
う
頑
固
な
お
年
寄
り
も
、

も
ち
ろ
ん
い
ま
す
。
で
も
、

「
ち
ょ
っ
と
こ
こ
に
つ
い
て
み

て
…
」
と
上
手
に
誘
導
し
な

が
ら
、
少
し
ず
つ
歩
き
方
を

変
え
正
し
い
つ
き
方
を
教
え

て
い
く
と
、
た
い
て
い
の
方

の
文
句
は
な
く
な
っ
て
き
ま

す
。“
正
し
い
歩
き
方
の
ほ
う

が
痛
み
が
少
な
く
な
っ
て
歩

き
や
す
い
”
と
い
う
こ
と
が

本
人
に
は
一
番
よ
く
わ
か
る

の
で
す
。
言
葉
で
説
得
し
な

く
て
も
、
実
際
に
や
っ
て
本

人
に
実
感
し
て
も
ら
え
た
ら
、

歩
き
方
は
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

（
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
）

福
辺
節
子

大
学
在
学
中
に
事
故
で
左
ひ
ざ
か
ら

下
を
切
断
し
、
義
足
を
つ
け
る
。
30

歳
で
理
学
療
法
士
（
Ｐ
Ｔ
）
の
資
格

を
取
り
、
現
在
は
フ
リ
ー
の
Ｐ
Ｔ
と

し
て
活
躍
中
。
義
足
の
Ｐ
Ｔ
が
身
に

つ
け
た
「
力
の
い
ら
な
い
介
助
術
」

を
広
め
る
べ
く
講
座
講
師
、
訪
問
リ

ハ
な
ど
の
活
動
を
続
け
る
。
著
書『
人

生
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
』『
福

辺
流
力
の
い
ら
な
い
介
助
術
』

介護や医療の現場では、機能の悪い方を患側（かんそく）、
良い方を健側（けんそく）といいます。つえは必ず健側の
手に持ち、つえ→患側の足→健側の足を順番に出して歩い
ていきます。そして、つえは必ず地面から垂直につき、患
側の足の２点で体重を支ながら歩くことが大切です。い
い歩き方は体が傾かず、体もつえもまっすぐの状態のまま、
足が前に出ていきます。

つえの先にあるゴム先には、すべらないよ
うに溝がついています（写真左）。ゴム先は
使っていくうちに、だんだんとすり減ってい
くので、定期的に点検が必要です。写真右
のようにゴム先がすり減って溝がなくなって
いたら、すぐに交換しましょう。ゴム先は
介護用品のお店で売っているので、つえの
サイズに合わせた予備を買っておくと、い
ざというときにあわてません。

空手でチョップをするような手の形を“手刀”といい、こ
の持ち方で介助すると介助者の動きが相手に伝わりやす
くなります。ひとさし指の上端が地面と平行になるよう手
の形を作りますが、手に力は入れません。手刀は、つえ
を持っていない方の脇に差し込んで介助します。介助者の
体幹（胴体）、肩、ひじを動かさないように注意しましょう。

まずは“手刀”（てがたな）を作りましょう

力
の
い
ら
な
い
介
助
術
㉕

『
正
し
い
つ
え
の

　
　
　   

つ
き
方
・
下
』

つえ歩行の基本のき

すり減ったゴム先は交換しましょう

順番は『つえ、患（かん）、健（けん）』
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